
「創業の精神」を未来に紡ぐ

グンゼ株式会社は、1896年（明治29年）、京都府何
いかるが

鹿郡（現：
綾部市）に設立されました。

「（何鹿）郡の、是（方針）として養蚕業を発展させることによ
り、一企業の利潤追求だけでなく、郡全体を豊かにしたい」
と願う創業者・波多野鶴吉の強い思いによって、「郡是製絲
株式会社」が創業しました。以来、グンゼは127年にわたっ
て社会や経済情勢の変化に柔軟に対応し、進化を遂げてき
ました。
グンゼグループでは、創業の精神である「人間尊重」「優良品

の生産」「共存共栄」を企業理念とするお客さま起点の事業
運営を行っています。この理念の下、各事業の商品、サービ
スを通して「お客さまに『ここちよさ』をお届けしていく」とい
う強い意思を持ち、「社会にとって必要とされる企業」「社会
とともに持続発展する企業」を目指しています。また、企業
価値の持続的向上を図るために、株主さま・お客さま・お取
引先さま・従業員・地域社会など、すべてのステークホルダー
の皆さまとの適切な関係の維持、発展に継続して取り組んで
います。

「サステナブル経営」で社会的価値と経済的価値を創造する

企業経営において、今やESGへの取り組みは必須の潮流と
なっています。グンゼは創業以来、環境や社会に貢献するた
めに、本業を通じた社会課題の解決に取り組んできました。
私は、グンゼをこれからも存続させるためには、常に事業の種
をまき続けることが重要だと考えています。グンゼが127年
間継続しているのは、構成員が日ごろから危機感を持って新
たな挑戦に取り組んできた結果だと考えています。現在、プラ
スチックカンパニーにおいては、他部門に先駆けてサーキュ

ラーファクトリー（資源循環型工場）への取り組みをスタート
しています。グンゼが持続的に発展するために不可避である
このような取り組みについて、まだまだ他部門においてはアク
ションが進んでいません。全部門が未来につながるサステナ
ブルな事業活動を自分ごととして捉え、早急に浸透するよう
今後も進めていきます。
また、2023年度より、サステナブル経営における事業ポート
フォリオの方向性を明確にするため、機能ソリューション事業

から、新たにメディカル事業を、グンゼグループの成長をけん
引する第4の事業セグメントとして独立させました。アパレル

事業、ライフクリエイト事業とともに、「優良品の提供」に向け
た取り組みを一段と強化していきます。

多様な人財が活躍する風土とは

グンゼグループは、中期経営計画「VISION 2030 stage1」
において持続可能な社会の実現に向け、「変革と挑戦」をキー
ワードに経営戦略を策定し、その中の人財戦略として、「企業
体質の進化」を掲げています。「人財」は最大の経営資源か

つ企業競争力の礎であり、すべての構成員が働きがいを持ち
ながら能力を十分に発揮できる企業風土を醸成し、今後も「人
間尊重」を最重視した企業経営に取り組みます。

ステークホルダーとの共創社会を実現する

グンゼグループでは、2030年経営ビジョンに「新しい価値
を創造し『ここちよさ』を提供することで持続可能な社会の
実現に貢献します」と掲げています。私たちはこれからも、
未来の人 と々の「共存共栄」につながる価値創造に取り組ん
でいきます。
そして、常に不変の価値観である「創業の精神」に立ち返り、
事業活動を通じて持続可能な社会へ貢献していきます。
引き続き、ステークホルダーの皆さまには、今後とも変わらぬ
ご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

ステークホルダーの皆さまと価値を共創するために、 

「創業の精神」のDNAを未来に紡ぎ、 

「サステナブル 経営」を実践していきます
代表取締役会長

地 厚
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代表取締役社長
兼 社長執行役員

佐口 敏康

厳しい環境でしたが、中期経営計画「VISION 2030 stage1」

の1年目の手ごたえを十分に感じています。「VISION 2030 

stage1」では、「新たな価値の創出」「資本コスト重視の経営」

「企業体質の進化」「環境に配慮した経営」の4つを基本戦略

としています。この戦略は、株主さま、お客さま、お取引先さま、

従業員、地域社会というグンゼグループのステークホルダー

の皆さまに向けた取り組みです。

基本戦略の1つ目、「新たな価値の創出」としては、既存事業

のリニューアルや新規事業の育成に積極的に取り組んでおり、

2023年4月、プラスチックフィルム分野の基幹工場である

守山工場（滋賀県守山市）をサーキュラーファクトリー（資源

循環型工場）に転換し、竣工しました。

同工場は、太陽光や豊富な水資源をエネルギーとして活用

するだけでなく、これまで廃棄されていた製品や原材料など

を、廃棄することなく新たな資源として循環させる製造の仕

組みを取り入れた最先端の工場です。これまでも、プラスチッ

クの端材からハンガーを製造し、それをアパレル事業が利用

するといった実験的な資源循環を行っていましたが、サーキュ

ラーファクトリーでは資源を循環させること自体をビジネスと

して成立させ、技術の仕組みを社会課題の解決に直結させ

ていきます。

さらに、機能ソリューション事業では、エンジニアリングプラ

スチックス分野が半導体向けやメディカル関連へシフトし、

グンゼグループの成長を担う分野として成長しています。ま

た、アパレル事業では、新商品の継続的な投入に加え、オン

ラインストアや直営店舗へ販路を拡大し、お客さまとの新た

な接点を構築しています。

基本戦略の2つ目、「資本コスト重視の経営」として、グンゼ

グループでは、各事業の現場まで落とし込み、資本コスト意識

の浸透を徹底しています。事業部門により資本コストの差異が

大きいため、指標としてGVA（Gunze Value Added）を導入

し、社内の評価軸としています。各事業部門において、投下資

本に対する収益性管理を強化し、ＧＶＡの向上に努めています。

収益性の低い資本を縮減する取り組みを進めるほか、持ち合

い株式の縮減にも取り組み、利益の最大化を目指します。

3つ目の「企業体質の進化」では、従業員の働きやすさなどを

目指した取り組みを進めています。東京支社では、2022年

2月の汐留オフィスへの移転をきっかけに、フリーアドレス化

を推進し、「オフィス改革」を具現化しました。2022年8月の

大阪・堂島オフィスへの移転の際も同様の取り組みを行い、

働きやすい環境の構築を進めています。また、グンゼグループ

では、女性活躍推進や子育て支援を充実させており、オフィ

ス環境や働きやすい制度を整えることで、女性の定着率を向

上させていきたいと考えています。

中期経営計画「VISION 2030 stage1」の 
目標達成に向けた基盤を確立します

中期経営計画「VISION 2030 stage1」初年度の活動評価

2022年度は、外部環境の大きな変化を受け、グンゼグルー

プにとって厳しい1年となりました。新型コロナウイルス感染

症の蔓延による社会活動の制限が続く中、2022年2月に始

まったロシアによるウクライナ侵攻がもたらした世界的な物流

の混乱や原燃料価格の高騰、さらには急激な為替変動の

影響を大きく受けました。この結果、2022年度の売上高は

1,360億円と業績予想を達成したものの、営業利益は58

億円と業績予想をやや下回りました。

機能ソリューション事業については、価格転嫁で原燃料価格の

高騰を吸収できたほか、グローバル製販体制が整っているこ

とから為替変動がプラスに作用した面もあります。一方、アパ

レル事業は、コロナ禍による消費低迷や、海外で製造し国内で

販売するというビジネスモデルが円安の影響を受け、2億円の

赤字となりました。ライフクリエイト事業においても、コロナ禍

で人流が減少し、ショッピングセンターへの来場者数やスポーツ

クラブの会員数が回復せず、厳しい状況となりました。

大きく変化した事業環境
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民間企業である以上、経済的利益は追求していかなければ

いけませんが、社会的利益への取り組みもおろそかにはでき

ません。

従来の経済的利益を原資として社会貢献するのではなく、社

会的課題の解決がそのまま事業になることを目指しています。

グンゼグループは、経営理念で「人間尊重」を掲げ、教育を

最重点としてきた会社です。時代が変化し、ジョブ型雇用へ

の移行など人財の流動性が高まる中、時代に合わせて人財

に対する取り組みを変化させていく必要があると思います。

一方で私は、育児や介護などのライフイベントにも柔軟に対

応して働き続けられる雇用の安定性を図ることも大事だと考

えており、従業員の生活の基盤を保証した上で、制度改革を

実行していきたいと考えています。

私は経営者として、倫理的・経済的にあらゆる面で「正しい」

ことを行う、正しい選択が大切だと考えています。

何が「正しい」かを判断するのが経営の役割です。その覚

悟を胸に「変革と挑戦」を進め、社会的利益と経済的利益

を両立させるサステナブル経営を通じて、企業価値の持続

的向上を目指していきます。グンゼグループの活動に対し、

より一層のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い

します。

マルチステークホルダーとの共創社会に向けて ▲ P.46-51

コーポレートガバナンス ▲ P.56-61

グンゼグループは、機能ソリューション事業やライフクリエイ

ト事業など、事業を多角展開していますが、世の中のイメー

ジはやはり「アパレルの会社」というものです。このアパレル

という看板を、今後どのように磨いていくかが課題だと認識

しています。

グンゼグループは創業以来、「人間尊重」「優良品の生産」「共

存共栄」の3つを、変えてはならない「経糸」として経営理念

に掲げてきました。さらに、時代に合わせて柔軟に対応する

ことを「緯糸」として、新たな価値を創出しています。絹糸を

作る蚕糸業に始まりアパレル事業、機能ソリューション事業、

メディカル事業と、事業が変遷しながらも、ステークホルダー

の皆さまから127年にわたって支持されてきたのは、3つの

「経糸」を大切にし続けてきたからであり、今後もこの3つを

企業の根幹に置き続け、社会に必要とされる会社になること

目指す姿とステークホルダーの皆さまと共有する価値

社会的利益と経済的利益を両立させるサステナブル経営

事業転換を目指す構造改革
2022年度は外部環境の悪化を受け、事業構造改革に取り組

む必要が生じました。選択と集中を検討した結果、2022年

10月に電子部品事業部のフィルム部門を株式会社ダイセル

へ譲渡し、2023年2月には中国にあったストッキング生産

工場を終了して、ストッキング生産を国内工場へ集約しま

した。現在、新型コロナウイルス感染症の5類移行を受けて

社会活動が正常化に向かい、旅行などへの意欲が高まって

いることから、インナーウェアをはじめとするアパレル製品の

需要回復も見込まれます。

原材料価格の高騰や為替変動に見合った価格改定も進めな

がら、アパレル事業の組織再編を通じて、収益改善を加速し

ます。

企業には社会課題の解決も求められており、すべての事業

において、持続可能な事業に変革していく努力を進めていき

ます。

特集3： 「ライフタイムバリュー」（LTV）の最大化を目的に、アパレル
事業の総合力を結集 ▲ P.28-31

メディカル事業の分社化
2023年4月には、グンゼグループの成長をけん引するメディ

カル事業部の一部およびQOL研究所を、グンゼメディカル

株式会社に吸収分割しました。研究から販売まで一貫して運

営できる医療機器専業の組織体制により、スピーディな事業

拡大が可能となり、あわせて薬機法（医薬品、医療機器等の

品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律）へも十分に

対応できる組織に変革しました。

グンゼメディカル株式会社では、強みである生体吸収性材料

をコアテクノロジーとした医療機器の開発に加え、市場変化

とニーズを反映した開発スピードの迅速化を進め、また医療

領域別ポートフォリオ戦略による選択と集中やM&A探索を

強化することで、医療業界での競争力を高めていきます。

特集1：グンゼの成長をけん引するメディカル事業 ▲ P.22-25

4つ目の「環境に配慮した経営」では、グンゼグループは2021

年にTCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言に

賛同を表明し、全社的にCO2の削減に取り組んでいます。

Scope1+Scope2については、中期経営計画「VISION 2030 

stage1」で具体的な削減目標を掲げており、Scope3につい

ても削減シナリオの策定を進めています。守山サーキュラー

ファクトリー®（滋賀県守山市）をはじめとする事業を通じた取り

組みと合わせ、環境に配慮した取り組みを実践していきます。

中期経営計画「VISION 2030 stage1」 ▲ P.17

特集2： 守山サーキュラーファクトリー®稼働 ▲ P.26-27

財務資本戦略 ▲ P.34-37

事業構造改革とメディカル事業の分社化

を目指します。

グンゼグループの成長を担うメディカル事業、経営の安定性を

担保する機能ソリューション事業のプラスチックフィルム分野、

エンジニアリングプラスチックス分野、そして高い知名度で社会

にアピールできるアパレル事業の3つの事業が、それぞれの役

割を果たすことが企業価値の向上につながると考えています。

さらに、株主さまと価値観を共有するため、2022年より役員

報酬の業績連動報酬の割合を高めるとともに、GVA、TSR（株

主総利回り）、全社ＣＯ２排出量削減目標の達成度合いをＫＰ

Ｉに設定し、社会的利益と経済的利益の両立を意識した経営

を目指します。
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（2023年3月末） （2023年3月末） （2023年3月末）

グンゼグループの提供価値

安心 信頼 快適

人的資本
●  女性社員比率（単体） 33.9%
●  女性管理職比率 5.1%
●  役員層における女性比率 13.0%
●  エンゲージメントの向上
（エンゲージメントスコア＝62点・調査結果2023
年3月期）

●  ワークライフバランス 
育児休職取得率 男性36.0%、女性100% 
年休取得平均日数 14.1日

製造資本
●  設備投資 9,597百万円

財務資本
●  株主への利益還元（1株配当金） 

147円（総額25億円）
●  株主総利回り（TSR） 84.8%

自然資本
●  グリーンローン調達による環境への投資額 45億円
●  CO2排出量（国内+海外） Scope1+Scope2※

118,324t-CO2

（2013年度BM比31%減） 
※グンゼグループ合計

●  ISO14001 取得工場数 14事業所

知的資本
●  研究開発投資 2,501百万円
●  特許公開件数　108件（国内76件、海外32件）
●  産官学連携プロジェクト数

（22個/2022年度 実績）

社会・関係資本
●  ブランド認知度 73.4%

（日経ブランド・ジャパン2023調査）
●  地域社会への貢献

大阪府、大阪市、京都府との地域包括連携協定
モデルフォレスト運動（森林保全活動）

36人／回、合計144人（京都府と連携）
　緊急災害対応アライアンスSEMA加盟
　ラブアース活動（NPO団体など6団体に支援）

人と地球に寄り添うここちよい製品・サービス

2022年度実績

人的資本
●  連結従業員数（5,214人）
●  資格保有者（1,336人） 

※グンゼの取得奨励資格保有者数（延べ人数）

●  人間尊重の精神
●  「三つの躾」の定着
●  人財の多様性

製造資本
●  グローバル拠点数 8カ国 

　国内関係会社27、海外関係会社30
●  強力な現場力による 

強靭な生産体制
●  トータルコスト力
●  ITコミュニ

ケーション環境

財務資本
●  純資産 117,691百万円
●  有利子負債 15,426百万円

●  安定した財務基盤
●  中長期を見据えた 

資本政策
●  資本コスト経営

知的資本
●  ノウハウ
●  研究開発人員 65人
●  産官学連携プロジェクト数
（19個/2021年度実績）

●  特許保有件数 国内655件、海外249件
●  意匠保有件数 国内200件、海外8件
●  商標保有件数 国内1,946件、海外796件
●  実用新案保有件数 国内23件、海外6件

●  繊維から高分子まで
の幅広い知的財産
および技術

●  コーポレートブランド 
へのロイヤリティ

自然資本
●  エネルギー消費量（国内） 

 46,389 Kl （原油換算）
●  環境配慮型製品・ 

サービス
●  樹木卸売事業

機能ソリューション事業	 ▲ P.40

アパレル事業	 ▲

P.42

ライフクリエイト事業	 ▲

P.44

●  プラスチックフィルム分野
●  エンジニアリングプラスチックス分野
●  メディカル分野
●  電子部品分野
●  メカトロ分野

●  インナーウエア分野
●  レッグウエア分野
●  ハウスカジュアル分野
●  繊維資材分野
●  リテール分野

●  不動産関連分野
●  スポーツクラブ分野
●  環境緑化分野

社会・関係資本
●  多様なパートナーシップ
（サプライヤー、外部研究機関、お客さま、
地方公共団体など）

●  ブランド力
シュリンクラベル用 
フィルム 国内シェア約40%
吸収性組織補強材 国内シェア約90%
吸収性人工真皮 国内シェア約40%
アパレル商品
国内年間販売枚数 1億1,000万枚

●  地域コミュニティとの連携

●  地域コミュニティとの
連携による社会課題
解決への取り組み

●  共存共栄による 
サステナブル調達

ビジネスモデルINPUT

社会的課題

OUTPUT OUTCOME

サステナブル経営

経営基盤 ▲

P.56〜ガバナンス▲

P.46〜人財 ▲

P.52〜環境

グンゼのコア技術※の
融合による付加価値の創造
※繊維加工技術、樹脂加工技術、表面加工技術

市場対応型のフレキシブル 
グローバル生産販売体制

販売／顧客の声

競争優位を
活かした

バリューチェーン

生産

ブランド	
マネジメント／
ソリューション

調達

技術開発 企画設計

人間尊重による人財育成環境・地域社会との共生

自然資源枯渇への対応 環境への負荷低減 地球温暖化や 
気候変動への対応

QOL向上と 
健康ニーズの高まり

労働者の権利や 
人権の尊重

廃棄物削減と 
リサイクルの促進

再生可能エネルギー 
の活用拡大

働き方・雇用・ 
キャリアの多様化 国内労働市場の縮小 デジタル化の加速 未
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価値創造モデル



価値創造モデルで示したバリューチェーンの活動は、グンゼグループの持つ諸資本を効率的に活用し、
グンゼならではの強みを活かすことで、グンゼの事業活動を強固なものにしています。

ここでは各活動の主要な資本、グンゼの競争優位性、またさらなる深化を目指すための課題について
紹介します。

・「販売」は、お客さま視点に立って商品を納品するための営業活動全般
・「顧客の声」は、お客さま、エンドユーザーからの声や問い合わせを受けて商品開発や改良、生産内容に反映

・グンゼもしくはグンゼの商品、サービスのブランドを構築し維持する経営戦略
・他社と差異化して、時間をかけてお客さまのマインド内にブランド価値の印象を残す
・マーケティング活動全般

繊維加工技術、樹脂加工技術、表面加工技術からなるコア技術を基盤に、具体的な技術を用いてサステナブルな 
商品群を生み出す活動

「どのような商品を市場に出したいか、その構想を受けてどのような商品が市場に出せるか」を現実的な視点で
具体的にしたものを、仕様、製造コスト、ロットを管理し商品化につなげる活動

開発、設計部門が決定した製造技術標準に基づき、商品に使われる原材料、部品および生産設備、副資材など
を調達する活動。サプライヤーとの公正、公平、透明で社会や環境に配慮した取引を通じて安定調達を実施

グンゼグループの生産工場での製造、品質、コスト、納期（QCD）について厳しい管理を行うために、製造、品質保証、
生産技術、設備管理、生産管理など多岐にわたる業務連携が必要な活動

販売／顧客の声 生産

ブランドマネジメント／ソリューション 調達

技術開発 企画設計

主要な資本・リソース グンゼの特徴・強み 深化のための取り組み課題（資本軸に対応して）

人的資本 
営業人財、お客様対応人財

知的資本 
上市後調査とアフターフォロー力

社会・関係資本 
得意先、お客さまとの信頼関係

・�お客さま視点での課題解決型営業 
・ ・

・�QCDSを実現できるプロフェッショナ
ル人財 ・

・�カスタマイズ製品による顧客との 
信頼関係の構築 

・�自社ECサイトの充実 

・�顧客の嗜好分析によるマーケティング戦略 

・�市場ニーズへの迅速な対応 ・

・�営業、開発、生産が一体となった顧客への 
ソリューション対応 

・�若年層に向けた販売ルートの拡大 

・�新領域への参入 ・

主要な資本・リソース グンゼの特徴・強み 深化のための取り組み課題（資本軸に対応して）

人的資本 
顧客のニーズに対応したマーチャン
ダイザー（MD）
知的資本 
各事業部間の強みを活かしたコア
技術
社会・関係資本 
お客さまとの信頼関係

・�研究開発から営業まで一気通貫した 
付加価値の高い商品開発力 ・

・�コア技術を結集させたオンリーワン製品 

・�高品質を担保するための品質保証体制 
・

・�ブランド認知度の向上 ・

・�開発人財の育成と強化 ・

・�スペシャリストの伝承と育成 ・ ・

・�グローバル展開の強化 

主要な資本・リソース グンゼの特徴・強み 深化のための取り組み課題（資本軸に対応して）

人的資本 
事業分野に精通した人財
知的資本 
幅広い研究開発テーマ
社会・関係資本 
産官学連携による新分野の発掘
財務資本 
研究開発を支える財務基盤

・�コア技術の深化、新規事業創出力

・�要素技術の集結と価値を最大限に発揮
する開発力

・�産官学連携の推進

・�ステージゲートを設けた進捗管理 ・

・�未来につながるテーマの発掘 ・

・�ビジネスモデル提案力の構築 ・

・�研究員による技術マーケティングの推進 

主要な資本・リソース グンゼの特徴・強み 深化のための取り組み課題（資本軸に対応して）

人的資本 
開発、製造、顧客ニーズに適応した人財
知的資本 
市場ニーズを先取りした商品開発力
社会・関係資本 
ステークホルダーとの信頼関係の構築

・�高い品質を生み出すための商品設
計 ・

・�マーケットイン発想に基づく差異
化商品開発力 ・

・�環境に配慮した商品開発 ・ ・

・�循環型社会を目指した製品開発力 
・

・�各国の規制に対応したグローバル
開発力 

・�コアテクノロジーを用いた新たな領域での新製
品の上市 ・

・�市場ニーズへの迅速な対応 ・ ・

・�グローバル展開を視野に入れた開発 ・

主要な資本・リソース グンゼの特徴・強み 深化のための取り組み課題（資本軸に対応して）

人的資本 
最良の品質を担保できる人財
知的資本 
幅広い製品ラインアップを支える調達 
ノウハウの蓄積
社会・関係資本 
サプライヤーとの信頼関係の構築
自然資本 
環境に配慮した部材の調達

・�サプライヤーとの強固な信頼関係
による協業 ・ ・

・�原材料のトレーサビリティ管理  
・

・�原材料の複数購買によるリスク 
対応力 ・

・�サステナビリティを意識したサプライヤーの選
別 ・ ・

・�サプライヤーとの関係維持・改善のための適正
な取引 ・ ・

・�人権や生物多様性に配慮した取引 ・

・�Scope3まで目を向けた部材の調達 ・

主要な資本・リソース グンゼの特徴・強み 深化のための取り組み課題（資本軸に対応して）

人的資本 
各事業現場に精通した生産技術者

知的資本　社内のコア技術の洗い 
出しによる体系化された製造技術標準

社会・関係資本　関係会社、グローバル
拠点との協働による地域経済への貢献

自然資本　新たな技術創出に向けた
継続的な設備投資

製造資本　自社製造、一気通貫体制
による高い品質

・�技術立社として最良最善の品質追
求 ・

・�自社内で完結した一気通貫生産
体制 

・�P値※管理に基づく高い設備総合
効率 ・

※ P値＝生産性向上率（グンゼオリジナルの生産性
対前年向上指標）

・人財の高年齢化、技術伝承 ・

・�IoTによる工場での情報の一元化見える化 ・

・ 国内工場での労働者担い手不足 ・

・ 国内設備の老朽化 ・

・ 海外工場での生産性、品種対応力強化 

・ 現地特性、ニーズに合わせたカスタマイズ生産
対応力 ・

機能ソリューション事業 アパレル事業 ライフクリエイト事業

販売／顧客の声 生産

ブランドマネジメント 
／ソリューション 調達

技術開発 企画設計

（2023年3月末）
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価値創造モデル解説




